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ともに、同駐車場および土曜・日曜・祝日の市庁舎北
側・南側駐車場の満空状況のデータを発信できる機器を
取り付けるものである。
問北部市街地交通対策に関する検討を実施する経緯は。
答これまで検討委員会からの提言を受け、交通量緩和策
等に取り組んできたが、安全確保が喫緊の課題となる中、
国の施策も活用し、交通の在り方を検討するものである。

問新型コロナウイルスワクチン予防接種について、定期
予防接種の対象者は、どのような手続きで接種できるか。
答予防接種を希望する場合、市内委託医療機関へ直接予
約し、接種当日、保険証等による本人確認後、予診票に
基づき医師の診察を受け、接種を受けてもらう。
問オーバーツーリズム対策事業に多くの調査、支援等が
取り上げられている経緯を伺う。
答現状や課題を整理し方向性を協議する中で、多岐にわ
たる対策が必要と考え、総合的な対策計画とした。

問市立川越高等学校体育館空調設備設置工事設計につい
て、今後どのような工事が想定されているか伺う。
答主な工事内容としては、空調機器の設置およびこれに
伴う内装工事などを想定している。

問本市が先駆モデル地域型として申請を行った理由は。
答観光関連の対策の他、交通問題の解消などを総合的に
取り組むこととし、都市計画やまちづくりといった大き
な視点での対策としたことが先駆的と考え、申請した。
問本市は、先行実施と通常実施のいずれに当たるのか。
答地域申請時に具体的な対策計画を有していれば先行実
施を選択できるが、本市においては対策計画の策定に至
っていなかったため、通常実施にて申請した。
問オーバーツーリズムにおける課題をどう捉えているか。
答歴史的町並みが住民の生活や交通の場と同一の中で、
ごみのポイ捨て等により生活環境への影響が生じている
こと、狭い道路空間が歩行の安全性低下や交通渋滞を招
いてまちの快適性が低下していること等が挙げられる。
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問小江戸川越ウェブ拡充による情報発信における主要な
観光拠点の混雑予測とはどのようなものか。
答過去のスマートフォン等の位置情報によるビッグデー
タを基に、主要な観光スポットにおける朝・日中・夕方
の時間帯別の混雑状況を定期的に予測し、混雑する場所
や時間帯が一目で分かるような情報を発信しようとする
ものである。
問デジタルマップ制作について、紙からデジタルへの移
行に関する考え方を伺いたい。
答現状では、紙マップはスマートフォン等の操作が不慣
れな高齢者を中心に多くのニーズがあるので、当面は併
用を考えているが、デジタルマップへの誘導を行うなど
紙面を工夫し、デジタル化を推進していきたい。

問電気料金の値上げや物価高騰に対する市民や事業者へ
の支援は検討しなかったのか伺う。
答令和６年度当初予算において、物価高騰に対応する交
付金を活用し、給食食材費等高騰対策等について予算措
置を講じている。今後も国の動向や物価高騰の状況を注
視しつつ、必要に応じて適切に対応していく。
問オーバーツーリズム対策事業の来年度以降の事業展開
をどのように考えているのか伺う。
答今回のオーバーツーリズム対策事業は、今年度だけで
は完了せず、複数年にわたる事業も含まれていることか
ら、継続的かつ効果的な事業展開をしていきたいと考え
ている。

今定例会の最終日に次の
ような討論が行われました。討論

賛成｜日本共産党
　地域別最低賃金制度は、都市と地方との格差拡大を容
認してしまっている。全労連の「最低生計費試算調査」
では、若者が一人暮らしをするために必要な賃金を明ら
かにし、生計費は都市部も地方も大きな差がないとして
いる。デフレからの完全脱却、東京一極集中の是正等、
日本が直面している労働、経済および社会上の課題を乗
り切るためには、全国一律の最低賃金制度を検討し実現
することを目指すべきである。

請願第1号
国に対して「全国一律最低賃金制度の実現を
求める意見書」の提出を求める請願書


